
　

家
庭
用
の
消
火
器
は
ほ
と
ん
ど

が
「
粉
末
消
火
器
」
で
す
が
、
消

火
薬
剤
の
有
効
期
限
は
５
年
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
体
容
器
の
耐
用
年
数
は
設
置

場
所
で
異
な
り
ま
す
が
、
正
し
い

維
持
管
理
を
し
た
場
合
で
８
年
～

10
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

耐
用
年
数
を
経
過
し
た
消
火
器

は
、
速
や
か
に
新
し
い
も
の
と
交

換
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
消
火

器
は
高
圧
容
器
で
す
の
で
、「
不

燃
物
」
と
し
て
廃
棄
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
廃
棄
の
際
は
、
消

火
器
を
購
入
さ
れ
た
店
舗
か
電
話

帳
の
「
消
防
設
備
」
の
欄
に
記
載

さ
れ
て
い
る
消
火
器
店
に
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
処
理

は
有
料
と
な
り
ま
す
。

  【
悪
質
な
業
者
に
ご
注
意
を
！
】

　

消
防
本
部
で
は
、
消
火
器
の
販

売
・
点
検
な
ど
の
あ
っ
せ
ん
は
、

一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。
信
頼
の
お

け
る
業
者
で
、
消
火
器
の
購
入
・

点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

一
般
住
宅
に
は
消
火
器
の
設
置

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
共
同
住
宅

で
は
建
物
に
対
し
て
の
設
置
義
務

は
あ
り
ま
す
が
、
各
住
戸
に
設
置

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
の
条
例
に
よ
っ
て
、
新
築
住

宅
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、

既
存
住
宅
は
平
成
23
年
５
月
31
日

ま
で
に
、
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
も
、
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い

な
い
ご
家
庭
で
は
、
ぜ
ひ
早
め
に

取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

自
動
火
災
報
知
設
備
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
集
合
住
宅
に
も
設
置

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
賃
貸
住

宅
の
場
合
は
、
家
主
さ
ん
と
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

消
防
本
部
予
防
課　

予
防
係
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身
体
障
害
者
の
日
常
生
活
の
利

便
性
向
上
を
め
ざ
し
、
市
で
は
日

常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す
。

■
日
常
生
活
用
具
の
種
類

○
肢
体
不
自
由

　

特
殊
寝
台
・
マ
ッ
ト
、
移
動
用

リ
フ
ト
、
入
浴
介
助
用
具
な
ど

○
視
覚
障
害

　

盲
人
用
体
温
計
、
盲
人
用
体
重

計
、
視
覚
障
害
者
用
ポ
ー
タ
ブ
ル

レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど

○
聴
覚
障
害

　

聴
覚
障
害
者
用
通
信
装
置
、
聴

覚
障
害
者
用
屋
内
信
号
装
置
な
ど

○
膀
胱
・
直
腸
機
能
障
害

　

ス
ト
マ
用
装
具
（
蓄
便
袋
、
蓄

尿
袋
）
な
ど

○
呼
吸
機
能
障
害

　

た
ん
吸
引
器
な
ど

■
自
己
負
担　

　

原
則
と
し
て
１
割
負
担
（
世
帯

の
課
税
状
況
に
よ
っ
て
、
上
限
額

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
）

■
注
意
事
項

　

給
付
さ
れ
る
用
具
は
、
障
害
の

種
類
、
程
度
、
家
族
構
成
な
ど
に

よ
っ
て
、
給
付
要
件
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
状
況

に
よ
っ
て
は
、
希
望
さ
れ
た
も
の

と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

　

毎
年
12
月
３
日
～
９
日
は
障
害

者
基
本
法
で
定
め
ら
れ
た
「
障
害

者
福
祉
週
間
」
で
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
々
が
、
家
庭
や

住
み
慣
れ
た
地
域
で
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
安
心
し
て
快
適
な
生
活
が

送
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
方
々
と
接
す
る
と
き

は
、
勇
気
を
出
し
て
「
何
か
お
手

伝
い
で
き
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
の
愛
の
一
声
運
動
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
温
か
い
手
を
差

し
伸
べ
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
で
は
、
障
害
者
福
祉
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

12月３日～９日は
障害者福祉週間

家
庭
用
消
火
器
の
廃
棄
の
際
は

消
火
器
店
に
ご
相
談
を
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う

　市では、12月20日㈯から１月10日㈯まで「年末年始における
特別火災予防運動」を行い、明るい新年を迎えられるように、
広報や警戒巡視などで火災予防を呼びかけています。
　この時期は空気が乾燥し、季節風が強いなどの悪条件が重な
って、大きな火災が発生しやすい気象状態が続きます。また、
年末年始の忙しさに気をとられて火に対する注意がおろそかに
なりがちなことも、この時期に火災が多発する原因となってい
ます。一人ひとりが「自分たちの地域は自分たちで守る」とい
う固い絆と強い連帯感のもと、安心・安全な地域社会をつくる
ため、火災のない明るく住みよいまちづくりを築きましょう。

平成20年度全国統一防火標語

障
害
の
あ
る
方
に

日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う
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